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E.T.A・ホフマンの文学と絵画
－特にジャック・カロとの係わりから－
西村 美絵子
I
E.T.A・ホフマン(ErnstTheodorAmadeusHoffmann,1776~
1822）の没後，友人たちによって刻まれた墓碑銘には，彼が生涯において
大審院判事・詩人・音楽家・画家という4種類の仕事に従事したことが記
されている．殊に，芸術の面に限って見るとき， ホフマンは詩的想像力の
芸術・聴覚芸術・視覚芸術という三つの方面にその才能を発揮した芸術家
として， 唯一無二のケースであったとも言われる'．従って音楽や絵画の
活動を経たのち，人生の最後の十二，三年間に開花をみることになったホ
フマンの文学について語る際，他の才能との何らかの関係が引き合いに出
されるのも当然のことと思われる．実際，彼の文筆活動はバンベルクの
｢一般音楽新聞｣の音楽に素材を求めた物語，及び音楽評論の寄稿から開始
されたのであった．
音楽家としてのホフマンが， フケー(FriedrichBarondelaMotte
Fouqu6)の原作による『ウンディーネ』([加加"e)のオペラの作曲(1814
年,初演は1816年)により，当時からウェーバー(CarlMariavonWeber)
の高い評価を得，音楽史の上にも然るべき地位を占めていることはよく知
られている． しかし音楽評論家としての評価は，作曲家としての評価に勝
－1－
るものである．ハンス・エヒンガーは「彼ほど包括的な知識を持ちあわせ
ている評論家は音楽史の中に見あたらないし， 自分の見解をこれほど巧み
に表現できる評論家はほんの僅かにすぎない｣2と述べている．
一方，画家としてのホフマンの評価は，音楽家としてのホフマンの高い
評価に匹敵するとは言い難いようである．確かにホフマンは少年時代から
絵画の才能を示し，青年時代には既に司法官試補という公務にありなが
ら，画家への夢を捨て切れずにいたようである． 1797年4月，21歳の彼は
友人ヒッペル(TheodorGottliebvonHippel)に宛てた手紙の中で，
｢－というのもいずれにせよ,私は絵画に没頭したいのです．ひょっとし
たら私はそれを一年の修業によっていくらか完全なものに近づけることが
できるかも知れません．そして時折この才能をもって世間へ遠出をし，再
びきみの友情による避難所へ帰って来る， というようなことになればよい
のですが－きみはこの空上楼閣についてどうお考えですか｣3と述べてい
る． しかし， ホフマンのワルシャワの知人で作家としても活躍していた法
律顧問官であるハインリッヒ・レスト (HeinrichLoest)は，ホフマンの
没後， ヒツツツヒ(JuliusEduardHitzig)に宛てた手紙(1823年）の中
で次のように述べている． 「芸術家の補助器官である目と耳は，彼におい
て特に勝れていました．彼が音楽家であり，詩人であることは確かな事実
なのですが，彼の素晴らしい解釈の才能とよく修練された手腕にもかかわ
らず，私は彼は画家にはならなかっただろうと確信しています．カリカチ
ュアで彼は見事に成功しました．だがカリカチュアは絵画の内に入らない
コントラスト
ものです．それは対比の象形文字です．そして対置される極を僅かの描
線の範囲内で明白に描き出すようになるにつれて， うまく行くという代物
です.｣4
ホフマンは画家としては挫折したのだろうか．単に線画によるカリカチ
ュア画家に終わったのだろうか．それとも，音楽の場合と同様に絵画に関
する記述・評論の能力の方を評価すべきなのだろうか．一方,ホフマンの
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文学作品を考える場合，彼の画家的な感性と視点の働きを認めずにはおれ
ない作品が多々あることは否定することができない． エルケ・リーマー
(ElkeRiemer)は『E.T.A・ホフマンと彼の挿絵画家たち』の中で，
｢ホフマンは－中略一自分の物語を絵画を意識して構想した｣5と述べ
ているが，そうだとするならば，文学者ホフマンにおける画家的資質は改
めて積極的に評価され， この二重素質の係わり方についても一層考察が進
められるべきではなかろうか．
そこで私は本論では，まず画家ホフマンの制作した挿絵，若干の線画と
絵画について概観することから始め，次にホフマンによる自他の絵画作品
の記述， またその解釈の特性について観察を行う．そしてその後で，彼の
物語創作と絵画との係わりについての考察に入り，その幾つかの具体的な
考察対象のうち最も重要と思われるものとして，ホフマンが敬愛したフラ
ンスのロートリンゲン出身の画家ジャック・カロ(JacquesCallot)の銅
版画と，彼の文学作品との密接な関連について少しばかり詳細な分析を試
みることによって， ホフマン文学の一つの本質的な側面について若干の照
明を与える試みを行ってみたいと考えるのである．
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Ⅱ
ホフマンの絵画活動は，彼のあらゆる創作活動の初期，即ち1794年から
開始されている．ホフマンの画家としての才能が特に線画とカリカチュア
の分野に秀でていたことは，先に述べた通りであるが，彼の場合，それら
は主として自分の文学作品の挿絵として登場する．エルケ・ リーマーが言
うように， 「ホフマンは彼の作品の最初の挿絵画家だった｣6．そこで，彼
の挿絵の制作の跡を辿ってみよう．
ホフマンは， まず1795年頃に書いた『フモール的な論文の断片』
(ルαgW@e"オe"2s〃"20γ蹴伽〃〃A8砿αだes)のためにペンの線画で
－3－
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ユーモア溢れる挿絵を三つ描いた． また， 1799年の歌劇『仮面』(Dje
M"s舵．〃〃副"gWeノ伽〃g/A"ｵe"）のためには楕円形の中にセピア
色で，歌劇の個々の場面に対応する8点の挿絵を描いている．また，友人
のツァハリアス・ヴェルナー(FriedrichLudwigZachriasWerner)
の作品にも幾つかの挿絵を提供している．ホフマンの描いた挿絵につい
て， ヴェルナー自身も， 「本の傾向」に「最も明解な」解釈を与えている
と高く評価していたことが， 彼の手紙から読み取れる7． 当時のホフマン
は，友人ヒッペルとヴィンケルマンの著書を読むことに没頭し，ギリシア
の壷絵の模写をしており，絵画へかなりの情熱を注いでいたようである．
また， 1799年9月8日の年記のある，鉛筆で予め描いてペンで仕上げた素
描『リンデン通り』(DieLinden)は，挿絵ではないが，ホフマンの見事
な風俗観察と社会調刺を示しており， またその中に，後年1819年に執筆し
た「ちびのツァッヘス」の姿が認められることは興味深い． こうした画像
は彼の記憶の武器庫の中にあって長年貯蔵された後に，文学的に醗酵させ
られたと言えるであろう．
しかし，アニタ・フィッシャー(AnitaFischer)によれば，「この頃の
絵はホフマン独特の挿絵の性格をまだ持っていない｣8のである．彼女はホ
フマンの独特な挿絵芸術が始まるのは，彼が文学的な創作を他の才能より
も優先させた時であり，即ち絵画に没頭する決意を既に放棄した後のこと
であると言う9．
1814年に出版されたホフマンの最初の作品集『カロ風の幻想作品集』
（肋"ms/es"c"gj〃“肋ｵsMg"影γ）には，「旅する狂信者の日記から」
という副題にちなんで，ハープを持った狂信者がスフィンクスの前にいる
神秘的なイメージの素描(図1）と,いばらの輪の中から道化の上半身が出
ているイローニッシュな素描が，カール・フロッシュ(CarlFrosch)によ
って銅版画化され,表紙のヴィネットとして添えられている．ここで彼の固
有の想像力はそれにふさわしいファンタスティックな画像を生み出した．
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1815年には『砂男』(D"､S上z"α郷α""）の制作中に，その1場面のための
ペン素描をヒッツィヒの面前で描いたというし， 1816年にはコンテッサ
(CarlWilhelmSaliceContessa)やフケーのメールヒェンと自分の作品
『胡桃割りとねずみの王様』 ("""β伽αc片gγ〃""Mｸ"sgルヴ"妙を含む『子
供のメールヒェン』 (K加妨"､〃c"g"）第1巻のために，六つのヴィネッ
トのための彩色ペン素描を， さらに翌年には，彼の作品『見知らぬ子供』
(DasfremdeKind)とコンテッサ及びフケーの作品を含む第2巻のため
にも， 6点のヴィネットの素描を描いている． 1818年,ホフマンは『ちびの
ツアツヘス』(K〃〃Ztzc"esgE"α""/〃""0697)(1819年出版）のための
2枚の表紙装丁画の素描を描いたが，その1枚では，妖精ローザベルヴェ
ルデが自分の膝の上にのったちびのツァッヘスの髪を杭かしている情景，
他の1枚では，軽やかに自由にとんぼに乗って空中を駆る魔法使いプロス
パー．アルパーヌスが扱われている． この挿絵に関してホフマン自身「表
紙装丁画のツィノーバーの肖像画は非常に似ています． というのは，私自
身の他に誰もちびを見ることはできなかったので，私は自分で素描も描い
たからです｣10と言っている．作者自らによる挿絵が，当時このメールヒ
ェンを成功させた一因であることも指摘されているところである''．
ホフマンはさらに2巻本の小説『牡猫ムル』(K"gγ伽γγ）にも四つの
表紙装丁画の素描を提供した． 第1巻（1819年末出版）には詩作する牡猫
ムル(図2)，屋根裏の物置でミースミースと結婚する牡猫ムル，そして第
2巻(1821年末出版)には僧侶姿のクライスラーを2枚描いている．この4
点と， 『のみの親方』 (MeiS"γ肋",1822)のための2点の表紙装丁画に
ついては，特にその絵の周囲を取り巻くファンタスティックな装飾にも注
目しなければならない．のみの絵を菱形に縁どり，四隅の空間にはシンメ
トリックに技巧的な連続する葉飾を配し， また四隅それぞれにカロ風のサ
テュロスの仮面が見受けられるという， イタリア後期ルネッサンスのグロ
テスク模様が用いられている． また， 『牡猫ムル』の方の装飾は，左右の縁
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に葡萄の蔓，下の部分にはスフィンクスの翼の上で休んでいるかのような
山羊が描かれている．そして上の部分には，太った滑稽な人物（あるいは
精霊）がこの中央に座り，その左右には裸で筋肉質の男が向かい合いにさ
れているが，二人の下半身は葉飾となり，左右の葡萄蔓装飾へとつながっ
ている． このいわゆるグロテスク模様は，文学作品の同様にグロテスクな
内容を暗示していると思われる．エルケ・ リーマーも枠内に描かれた比較
的写実的な絵とグロテスクな枠の装飾が際立って対照的であることを指摘
し， さらにそこに小説の内容にも通ずるホフマンの多様なイロニーが認め
られと述べている'2．
そして最後に， ホフマンの挿絵として挙げておきたいのは， 1822年，彼
が死の直前に描いた素描『狂気のクライスラー』（図3)である．これは構
想だけで終わり，本の挿絵として版画化されることはなかったが， 『牡猫ム
ル』の第3巻として書く予定であったクライスラーの伝記のために描かれ
た素描である．アニタ・フィッシャーはこの絵を，最晩年においてホフマ
ンカミ「初めてディレッタントを超える能力｣'3を示した線画と評し，次のよ
うに記述している． 「禿げた頭と禿庶のような顔付きをした消耗した姿,僅
かな髪は逆立ち，服は狂気で引き裂かれ， もはや人間離れのした荒れ狂い
様だが，死の悲しみの眼差しの中には自分自身の無価値の認識がある． 自
己の精神の主権や芸術家としての熟練した能力を持っているという感情に
育くまれたかつての最高の自己過大評価は，今や絶望的な自己卑下となっ
ている．それはロマン主義的な性格の分裂性を規定する，全能性と無能性
の感情である．無限なるものの幻想を欲しいままにしながら， このロマン
主義者は現実生活の充実感という点では貧しさを感じている．彼は現存在
の現実にぶつかって挫折する．ホフマンの場合， この認識は狂気と自滅に
導く．楽長クライスラーの絵によって，彼は彼の人生の終わりにおける己
自身を描く．彼は自分の存在の結論を出している．様々な能力に豊かであ
った1人の芸術家の震憾を感じさせる結末である.」'4
’
「
－6－
このようにホフマンは，ただの外観のリアリズムに止まることなく， 自
分自身の「精神の目」に映る現存在の姿を，誇張や歪曲によるイロニーと
フモールを交えた画像としてわれわれの目の前に提示した．カリカチュア
が芸術的評価という点で低い位置に置かれていたとはいえ，それはここで
は，ホフマンにとって，湧き上がる真実のイメージを表現するのに最も適
切な手段であったに相違ない．
次いでホフマンの絵画作品については，その代表作といえる， 1811年か
ら1813年にかけて不透明水彩で制作された『Dr.A.F.マルクスとホフマ
ン』(バンベルク国立図書館蔵)，『クンツの家族』(バンベル歴史博物館ク蔵）
(図4）について若干の観察を加えてみたい．『クンツの家族』において，画
家ホフマンは，彼が淡い恋心を抱いたというクンツ夫人を， この世のもの
ではない誇らかなミューズのように仕立てて，主人公であるクンツやその
娘を構図の上でそれに服従させ，一方では身体の萎縮したような小さい老
人に編物という日常的な仕事をさせるというコントラストによって，一種
不気味な気分を生じさせることを狙っている．又『Dr.A､F.マルクスと
ホフマン』における，ヴィルギリウスのように装ったホフマン自身の表情
に見られる不気味な媚びたような微笑にも， ロマン的イロニーが顕著に現
れている．彼もまたドイツ・ロマン派の絵画の流れの中にいたことは明ら
かである． しかしホフマンは当代の画家に要求される写実の専門的技術や
自然崇拝の態度よりも，彼自身のイローニッシュな想像力を発揮するのに
性急だったように思われる．前出のハインリッヒ・レストの手紙の文中に
はこのことを裏付ける次の言葉もある． 「ホフマンは， 画家となるための
自然の敬虚な崇拝， 捉えた事物の美への無関心の沈潜が欠けていた｣'5．
ホフマンの観察は直ちに想像力豊かな本質直観に導かれて，誇張・歪曲を
好んで用いて，怪奇な分裂した世界や人物の真相を暴き出そうとする傾向
をもっている．そしてこのことは，写実を彩色で充実させなければならな
－7－
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い絵画よりも， カリカチュアの線画や水彩が画家ホフマンの制作の大部分
を占めていることの原因となっていると思われる．
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さて，次にホフマンの文筆による絵の記述について考えてみたい． まず
自ら描いた彩色を施した絵に説明文を書いているものがある. 1808年，
3枚の役者の絵について記述した『ベルリン王立国立劇場の上演による
グロテスクな人物の画集』(Sb""""""g〃o/es""G2s""g〃〃αc〃Dαγ‐
s"伽"gF〃α〃〃"@KNNMo"α-肋e〃"”伽比γ""）や，青と赤の軍
服を着たポーランドの将校の線画について記述した『表題の銅版画の説明
（ポーランドの軍服)』（跡冷〃""gdes"＃蛾2〃をγs(ん〃Sc加吻j-
/b""@e"))がこれに当てはまる.1808年という制作年代から考えると，ホ
フマンの本格的な文学活動はまだ始まっていないわけだが， この頃から彼
は絵を言語で表現する秀抜な能力を示している． しかし， これらはまだ見
られるままの記述の域を超えるものではなく，ホフマン本来の想像力の働
きはまだそれほど見受けられない．
ヒューンーソーク・レー(Hyun-SookLee)は，ホフマンの文学作品
に見られる頻繁な絵画への言及の理由の一つとして，彼は永年音楽家ある
いは音楽評論家として活動する中で，音楽について語る機会には恵まれた
が，絵画について語ることはあまりなかったため，後年の文学活動におけ
る物語の中でその能力を発揮するに至ったのだと指摘している'6．
このことは逆の言い方をすれば，彼の美術評論はロマン的主観性が強い
ため，物語作品の中において一層成立し易いものだったということになる
のかも知れない．そして私の考察にとっては，ホフマンが同時代あるいは
過去の画家の作品から構想を得た物語が，ホフマンにおける詩人＝画家の
二重素質の係わり， さらには彼の文学の一つの本質的な側面を明らかにす
－8－
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るものとして，最も重要な考察対象となるのである．そしてその最も顕著
な例は， 『ブランビラ王女』（〃伽zess/〃〃α〃/肋,1820)の発想源とな
り， またそれ以前に『カロ風幻想作品集』（1814)の序論として「ジャック
・カロ」論も誕生させているジャック・カロの銅版画との係わりである．
しかしこれについては後述することにして，今ここでは， ヨーハン・エル
トマン・フンメル(JOhannErdmannHummel,1767～1852)の絵画『イ
タリアの宿屋の集い』(DieGesellschafteineritalienischenLocanda)
（図5）から題材を得た『フェルマータ』Dig凡γ沈砿e,1815)について
考察してみたい．
この物語は，展覧会場でのこの絵画の記述から始まっているが，画中の
人物の息遣いまでもが伝わってくるかのようなホフマンマンの表現力と想
像力には驚くばかりである． 「－うっ蒼と生い茂った繁みのなかの園亭
一ワインやくだものが並んでいるテーブルーこのテーブルにはイタリ
アの女性がふたり，向かいあって腰かけていて-－そのひとりは歌い， も
うひとりはギターを弾いている－このふたりの中間，背景のほうにひと
りの司祭が立っていて，音楽の指揮をしているところで，指揮棒を高くか
かげ， シニョーラが天空に視線をそそぎつついましもカデンツァを長いト
リルのすえに歌いおえようとする瞬間を，待ち伏せている．その瞬間がき
たら指揮棒をうちおろす，そのとたんにギター弾く女性は大胆に属和音を
はじく， ということになるわけだ．－司祭は驚嘆にみちみちた顔一至
福をたっぷり味わっているような顔つきをしている－そのくせ不安そう
な緊張感もたたえている．－だれがどう言おうと指揮棒をぴたりとふり
おろしたい， というふうで，息もつかずにいる.」'7
この引用からも分るように，ホフマンは絵を絵として分析し記述するこ
とに止まるのではなく，むしろ絵に，生命の流れ，時間の緊張したクライ
マックスというような詩人の想像力によってしか読み取ることの出来ない
ものを読み取り，絵画的画像の世界を生命化し，詩的に表現している． し
－9－
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かもこの記述は，後に主人公テオドールが語る， この絵の内容を詩的時間
的に展開させた物語の伏線となるのである．そのテオドールの物語から判
断出来るのは，ホフマンの想像力は，視覚的に凝結させられた現在の瞬間
を捉える具象的な画像の世界を溶解し，流動化し，そこから過去のモチー
フ,そして未来のモチーフまでも展開させることによって物語を成立させ，
文学的な具象性を獲得するということである． この発想法は，内的・時間
的なもの，生命的なものを空間的形象に凝結させるという画家の制作プロ
セスを遡行しているわけだが， これは画家としての体験をもつホフマンな
ればこそ可能であったのかも知れない． しかし画家フンメルがホフマンの
想像力が嗅ぎ取ったような物語を動機としていたというようなことは，全
く保証され得ないし，それは明らかにホフマンの創造なのである． こうし
て， ここでは画家と文学者はホフマンの創造的人格の中で総合されること
になるのである．
1
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なおホフマンの作品の登場人物には，画家，あるいは絵画に造詣の深い
人物が頻出するということも注目される． 『磁気催眠術師』 (D〃MbgWe-
"se"γ,1813)に出て来るフランツ・ピッカートは画家であり，『黄金の壷』
(D"gり""eZbM1814)のアンゼルムスも「うまい絵かき」であり，
『G・町のジエスイツト教会』 (D形〃s〃g"陶"c〃g/ G.,1816)の主
人公ベルトルトは苦悩する画家である． その他『アーサー王宮』 (D"
Aγ＃"s"砿1817)，『花嫁選び』 (Die〃α"畑α雌1820)等々にも画家が
登場している．ホフマンは，彼自身がその存在に深い親近感を持つ， これ
らの画家たちに語らせることによって， 自分自身の人生観，美学を表明し
ているのである．
一方，実在の画家をモデルにした作品も幾つか存在している． 『シニョ
ール・フォルミカ』 (S迄"0γ助γ"たα,1820)は，ホフマンと同じく画家
であり，詩人であり，音楽家であったイタリア人，サルバトール・ローザ
I
－10－
(Stzんα/0γRりsg,1615～1673)をモデルにして描いているし，『敵』 (D"
凡伽〔'’ 1821）はホフマンが尊敬するアルブレヒト・デューラー(Albrecht
Dtirer,1471～1528)に捧げられた作品である．先に触れたエルケ・リー
マーの著書は， ホフマンが彼の作品あるいは書簡において言及している画
家の名の総てを列挙しているが，そこにはイタリアルネッサンスの画家か
ら同時代の画家に至るまで53人の名が認められる18．画家や絵画について
頻繁に言及することによって美術に対する教養を示そうとする姿勢は，ロ
マン派の詩人達に共通する傾向でもあった．
さて，次章ではホフマンの文学と絵画との係わりについて一層具体的に
考察するために， ジャック・カロの作品との関係に視点を絞って分析しよ
うと思う．
Ⅳ
1814年に出版されたホフマンの初の短篇集には『カロ風幻想作品集』
（肋""s/es"c"gj" 肋ﾉsM"""γ）というタイトルが付けられた． こ
の作品集は，それまでに「一般音楽新聞」に発表していた物語や評論に，
この作品集のために書かれた物語を付け加えたもので，初め「ホガース風
画集」 （劇〃gγ〃αc〃Hひg〃γ〃と名付けられる予定であった．しかし出
版者であるカール・フリードリッヒ・クンツ(CarlFriedrichKunz)は，
すべての作品がこのタイトルにふさわしいと思えないことを理由に取り止
め，彼が若い頃ライプツィヒの有名なブレッツナー(ChristianFriedrich
Bretzner)の銅版画コレクションでその作品を見たことのあるジャック・
カロの名を思い付き，ホフマンにカロヘの注意を喚起する． クンツの記述
によれば，当時のホフマンはカロについて知ってはいたが作品をほとんど
見たことはなく，バンベルクの男爵フォン・シュテンゲル(Stephan
FreiherrvonStengel)の家でカロのコレクションを見るに及んで初めて
－11－
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開眼する． 「その体験の後， ホフマンはこの巨匠に対する熱狂に満ちて帰
宅し，すぐに『幻想作品集』の冒頭に置かれる論文『ジャック・カロ』を
起草した． そしてこの本を『カロ風幻想作品集』 と名付ける決心を固め
た｣'9のである．このときホフマンがカロの『聖アントニウスの誘惑』を見
たことは， フォン・シュテンゲルの銅版画コレクションの目録からも証明
される20．
このカロの作品との出合いの感動は論文『ジャック・カロ』から充分に
読み取ることができる． それは次のような文で書き始められている． 「何
故にぼくは，あなたの一風変ったファンタスティックな絵を一枚また一枚
めくりながら見飽きることがないのでしょう．放胆果断なる巨匠よ！－
何故にぼくは，あなたのものされた群像のかずかず，それもたいていのも
のがほんの僅か2本か3本の奔放な線だけで暗示されているというのにも
かかわらず， これを忘れられずにいるのでしょう｣21．ホフマンのカロの
絵に対する賛嘆とそこから受けた印象の強さがありありと伝わって来る．
しかしそれは単なる感嘆の声だけに終わらない．彼は小さな空間にぎっし
りと描き込まれた人物たちに，あたかも画の中から歩み出て来るかのよう
な生き生きとした活力を感じ取り， カロの線画を「かれの活気すこぶる旺
んな想像力の魔力が喚びだしてきたあらゆるファンタスティックな奇怪な
現象のかずかずの反映｣22であると記している．さらに続く文章を読んで
みると，ホフマンがこの線画に明らかにロマン的なものを見い出している
ことが判明する． 「見知らぬものめいた既知のもの」という言葉に見られ
る相反するものの共存， 「人間らしいところを動物と衝突させることによ
って人間のみすぼらしい行為や営みを噺笑しようとする」イロニー，ある
いはグロテスクなものや幻想的なものへの傾向， また構図にみられる「箇
々のものは箇々のものとしてそれ自体確かに存在していながらも，全体に
連なっている」という一見混沌とした画像の世界の統一性， これらはすべ
て正にロマン主義の本質に係わるものである．ホフマンは精神性の類似を
」
I
！
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カロに見て取り， 強い親近感を彼に抱いたのである． そこで彼は， 「内面
に潜むロマン派風の精霊世界の領域にごくありふれた日常生活に見かける
ものたちの姿が現われるのをよしとしている詩人もしくは作家なる男が，
こうしてみずからの内面世界で登場者たちを取り囲む灰かな光のまにま
に，そしてまた異邦の風変りな装飾をほどこしてそうした姿のものたちを
描き上げようとするとき，せめてこの巨匠を引き合いに出して， こうは口
実を設けられないものであろうか． カロふうの仕方で作品をものしてみた
かつたのだ， と｣23と述べて，このカロ論を締め括ることになる．
ホフマンがカロを正しく見ていたか，誤解してはいなかったかという疑
問については，かなりの論議がなされているようである24.例えば， この
カロ観はあまりにも「神秘的」であり， 「ホフマンはカロの幻覚性を強調
するあまり，写実の面をものの見事に捨象して｣25いるという意見は，この
『ジャック・カロ』論を見る限りある程度正当性があるように思われる．
実際カロは，彼の広汎な人間風俗描写の領域において，ゴヤの先駆と言え
るようなリアリズムの眼差しで，特に当時の社会の中の処刑や戦争という
人間の残忍な狂った行為をも暴露している．それはあまりにも怪奇な情景
の再現であるために，観照者は恐怖のあまり凝視し続けることができず，
そこにある種の幻覚性が感じられることにもなる． しかしこの幻覚性は現
実のモチーフに起因するもので， カロが意図したものではない．彼の作品
において意識的に幻想性が追求されているのは，悪魔の描写が豊富に盛り
込まれている，伝統的な主題を取り扱った『聖アントニウスの誘惑」や，
仮面をつけた役者の誇張されたアクロバット風の演技を描写した「バルリ
・デイ・スフェサーニア』くらいであると言えるかも知れない．
しかしホフマンにおいても， 「おどけのヴェールの背後に隠されている
もの｣26を見る目と同様に「現実における特徴的なもの｣27を見る目が確実
に存在していることを見過ごしてはならない． 1822年，瀕死の床にあった
ホフマンの物語『従兄の隅の窓』(DesVettersEckfenster)には次のよ
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うな会話がある． 「作家修業の第1課はなにか．－中略一つまり， も
のを見る目を養うことだね．君の目にはこの広場は，せわしない人々が意
味もなく右往左往しているばかりで， ごたごたしたわけのわからない混沌
としかうつらない・ね，君，そうだる． ところがぼくにとっては，世の中
の生活のありとあらゆる情景が一杯つまっているんだな．それを見つける
たびに心の中で，いにしえの画家カロのようにさ，－中略一大胆不敵
な線でもってスケッチを仕上げていくんだな． ま，ためしにやってみよう
じゃないか！ たとえ芸術の残り香なりと君の鼻に嗅ぎとってもらいたい
じゃないか.｣28
ここにホフマンが， カロからまず現実に見たものを描写する術を学び取
ろうとしていることが理解されるが， これはエルケ・ リーマーも指摘する
ところである29．この作品は両足の自由を奪われた従兄が， 屋根裏部屋の
窓から下に見える広場での人間模様に様々な想像を巡らし， 「私」に物語
るという形式で話が展開している．その際，従兄は望遠鏡を使って広場の
様子を観察するが， これによって，あるときは細部が拡大されて女性の衣
服が詳細に説明されたり， またあるときは望遠鏡を逆様にしたかのように
広場の全体がパノラマのように描かれる． このホフマンの叙述の視点は明
らかにカロの線画に通じるところがある．カロの連作『気まぐれ』（1617）
に見られる『サンタ･クローチェ広場の球技大会』を例に取ると， 54×79
cmの画面の中には拡大鏡を使って描いたかのように,400人もの群衆,20
頭の馬, 10台の馬車が克明に刻まれ，前景には1人太鼓を持った男が大き
く描かれている． これは見る者に， 「あたかも自分がその人物になって広
場を傭鰍しているような錯覚｣30を与える効果がある．カロは， 「無限小の
世界をきりひらいたガリレオの光学上の発明に啓発され，あたかも広大な
世界を望遠鏡を逆さにして覗いた際とらえられるような小宇宙感覚を得，
これを版画で試みた｣3'と言われている．ここで従兄の「この広場はまる
きり人世の縮図じゃないか」という言葉が思い浮ぶ． このように，ホフマ
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ンの作品に見られる望遠鏡を覗いているかのような描写法は正にカロの線
画に共通するものである．従ってホフマンは， カロ論の中で言い表したロ
マン主義的なもののみをカロの作品から感じ取ったのでなく， カロの現実
描写，構図にみられる様々な画像の構成術をも確実に把握していたと考え
ることができるのである．そしてホフマンがカロの作品からこれほど多く
のことを摂取したことを思えば，彼がカロを正しく理解していたか否かと
いう問いは， リーマーの言うように「二次的｣32なことと思われるのである．
さて次にホフマンの「カロ風」についてもう少し理解を深めてみようと
思う． 「カロ風」という名がこの作品集に付けられたいきさつについては
前述したが，当時からカロは，既に非常に名の知られた画家であり， リュ
ーディガー・ザフランスキー(RiidigerSafranski)は，ホフマンは既に
バンベルク時代にフォン・シュテンゲルと交際を重ねていて，彼のカロの
幻想的・調刺的な線画を含む絵のコレクションを見知っていたと推定し，
ホフマンが出版当時に初めてカロを見たという， クンツの記述を疑ってい
る33.しかも， 既にこれまでにも「カロ風」に作品を書くことを試みた作
家が幾人かいたのである． クリストフ・マルティン・ヴィーラント(Chri-
stophMartinWieland)の最初の長篇『熱狂に対する自然の勝利又はロ
ザルヴァのドン・ジルヴォの冒険』 (D"Sygg〃γNbｵ"γ肋eγd泥
勘伽〃加gγ〃0""D"A6g"ﾒﾙg"gγ〃sDo"Sγ伽0り0"Rosa〃α
1764）の中には，「カロ風の絵画」(EinGemaldeimGeschmackedes
Callot)という表現が出てきている．ザフランスキーによると「ホフマン
はこの小説を知っていた．そして彼には『幻想作品集』の序文で記述した
彼独自の詩学を，ヴィーラントに対しても，対決するという形で開陳した
のだという， はっきりとしたしるしがある｣34という．彼によるとホフマ
ンがカロを称賛し模範にしようとしたことは， 日常的なものに， 「見知ら
ぬものめいた既知のもの」という性質を与える技術なのである．彼はあく
まで「日常的なものと神秘的なもの，現実的なものと幻想的なものとの二
－15－
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重の現存｣35に固執する．リアリズムと幻想から成る緊張に充ちた二重の
観点を求めてやまない． しかしヴィーラントの『ドン・ジルヴィオ』にお
ける「カロ風」は， ホフマンのそれとは対照的なものでる．美しい婦人の
細密画に刺激された熱狂的な主人公は， 自分の幻想の中のお姫様を探し求
めて遠くに旅する． しかしそれが近くに住む若い未亡人であることを知っ
たとき，驚きのあまり，現実から目を背けようとするが，最終的には現実
の中にしっかりと立ちその女性と結婚する．ヴィーラントは熱狂からの啓
蒙的な治癒法として，勝手気ままな幻想に警告を発し， 幻想を退けてい
る． この現実と幻想との分別はホフマンが「カロ風」において意図すると
ころではない．気ままな幻想もホフマンにとっては， 「現実の認識のため
に役立てられる一つの異化技術｣36として推奨されるものだからである．
’
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次にこの章では， カロの版画のと関係が最も著しいホフマンの文学作品
を一つ取り上げて分析してみたいと思う.1820年1月24日,4回目の誕生
日にホフマンは,友人のコーレフ博士からジャック・カロの24枚の連作『バ
ルリ ・デイ・スフェサーニア』(BallidiSfessania)を贈られる．バンベ
ルクでカロの作品に出会って以来， カロに傾倒し続けて来たホフマンであ
るが，前年の1819年にも，彼がヘルマン・フォン・ピュックラー伯爵に
『ちびのツァッヘス』を贈ったお礼として，一枚のカロの線画を寄贈され
ており， カロはますますホフマンの身近に存在するようになっていた． と
ころで， 『バルリ ・デイ・スフェサーニア』を受け取ったホフマンは強烈
な印象を受け， その月のうちに既に「カロ風狂想曲」という副題をもつ
『ブランビラ王女』を書き始めたのである． 1617年カロのイタリア滞在期
に構想され，帰国後の1622年制作された『バルリ・デイ・スフェサーニア』
は「キ印の踊り」という意味で，当時イタリア全土で人気の絶頂にあった
－16－
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コンメディア・デルラルテの役者を2名ずつ絡み合わせて取り扱った銅版
画連作である． コンメディア・デルラルテは筋書だけは決まっているが，
台詞も仕草も役者の即興に任された演劇で，奇抜な衣裳を着た役者は，奇
想に従ってギャグ・物真似。あてこすりを挾み，平衡を失ったような身の
よじりや奇妙な踊りを，広場・宮殿の中を問わず上演して観客に披露する
のである37.カ口の銅版画の下には2人の役者の役名が付記されているが，
その背景描写から見て，明らかに街の広場のカーニヴァルのような雰囲気
の中での上演である．ホフマンは『ブランビラ王女』を書くに当たって，
この24枚の版画から8枚を選び，カール･フリードリッヒ･ティーレ(Carl
FriedrichThiele)に復刻させたものを，初版の際にこの物語の挿絵とし
て使用した． 『ブランビラ王女』の序文でホフマンは， この作品が「あら
ゆる物事を進んで真面目に深刻に受け取ろうとする人々のための本ではな
い｣38ことを断り，「全篇の基礎をなしているカロの幻想的な線画から眼を
はなさないこと， また音楽家が狂想曲のような曲に何を求めるか｣39を考
えることを読者に要求している．そしてホフマンは序文ばかりか，物語の
中においても，読者がカロの線画に注目するように仕向け，挿絵について
説明するという形式で物語を進めようとする．従って『ブランビラ王女』
において， カロの挿絵は，単なるイラストとして後補されたといったもの
ではなく，作品にとってなくてはならない内実を構成するものであると言
える．それではホフマンは24枚の銅版画の中からどの8枚を選び，どのよ
うに順序だてて作品の中に挿入し， またその版画を物語の中でどのように
活用しているのだろうか． 8枚の版画それぞれと物語の対応関係を綿密に
分析することはまた別の機会に行うことにし， ここでは上記の諸点に関す
る概要を捉えたいと思う．
ホフマンが『バルリ ・デイ・スフェサーニア』から選んだ8枚を順に並
べてみると，まず24枚の内の12番目に当たる2人の男優,ScapinoとCa-
pitanoZerbino(I),3番目にある男優CapitanoCerimoniaと女優
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SignoraLarinia(n), 8番目の女優Ricciulinaと男優Metzetin(m),
23番目の2人の男優,FrancaTrippaとFritellino(W),17番目の女優
Francischinaと男優GianFarina(V)(図6),24番目にある2人の男
優,TagliaCantroniとFracasso(VI),9番目の男優Pullicinielloと
女優SignoraLucretia(W),そして21番目の女優SignoraLuciaと男優
Trastullo(W)ということになり，それぞれがおおよそ1章から8章に
割り振られている．そしてティーレによる復刻版では，左右が逆にされて
いるばかりでなく，カロの現実的な街頭の風俗的光景を示す背景は消滅し，
僅かな地面だけを残して， 自由な想像の許される簡易な「舞台」が設定さ
れたようになっている． この舞台設定は以前からホフマンの物語挿絵の常
套手段であった． しかしこの挿絵はホフマンの他の書物の挿絵と違い，セ
ピアの地の上の黒と白の2色刷りの版画で，光の幻想性を感じさせる明暗
画(Helldunkel)の効果が用いられ，もはやカロの版画の写実的な情景と
は異なる次元の画像となっている．即ち， この挿絵はもう全くホフマン化
されたカロなのであり，その意味でホフマンにおける絵画と文学との総合
の可能性を示すものであると言えるかも知れない．彼の文学的想像力は，
この幻想を喚起する衣装を身に纒った人物の凝結した現在の行為の画像か
ら，それに至る過去， さらには未来の行為を展開させるという形で，一つ
一つの画像を綴り合わせていく． しかも登場人物は現実の自我から幻想の
自我へと飛躍し，分裂したかと思うと再び絡み合うといったふうに物語を
展開するのである．
『ブランビラ王女』の物語はカーニヴァルのローマを舞台に俳優ジッリ
オ・ファーヴァとその恋人のジアチンタを中心に展開されるのだが，第1
章ではこの恋人達の生活について語られたのちに，初めて挿絵I(図7)に
係わるジッリオのカーニヴァルの衣装の描写が出て来る． 「奇怪な2本の長
い雄鶏の羽で飾られた帽子，それにあわせた,とてつもなく長く尖って,ど
んなべら棒な鼻にも負けない真赤な鉤鼻のついた仮面，ブリッゲラのつけ
－18－
メ
ているやつに似ていなくもない大きなボタンのついた胴着，幅の広い木刀
一彼はしぶしぶ， これを身につけるつもりでいたが， まずだぶだぶの，
上履の上までとどくズボンができあがって， これがいままで二枚目をのせ
ていた2本のすらりとした恰好のいい足を包みかくしてしまうのだと思う
と,もう勘忍袋の緒が切れてしまった．「嫌だ」とジッリオは叫んだ.一中
略一こう言って彼は，深紅の縞の入った紺青色のズボンと，薔薇色の靴
下とひらひらする深紅のリボンのついた白い靴をはいた.｣40ジッリオは通
りで声をかけられる． 「彼の前にまだ見たことがないほど馬鹿げて滑稽な
姿をした男が立っていた．尖ったひげをつけ，眼鏡をかけ，山羊の毛でつ
くったカツラをかぶり，曲った背中をさらに曲げ，右足を前に踏み出した
姿勢から，パンタローネかと思われた.だがそれにしても2本の雄鶏の羽
で飾られ，突き出して尖っている帽子は，ふさわしくなかった．胴着，ズ
ボン，腰にはいている木刀はもちろん立派なプルチネッラのものなのであ
る.｣4'画中の彼らの身に纒っている衣装が詳細に色彩を施こされて記述さ
れている．パンタローネと呼ばれている男の前に踏み出した足が右足であ
ることは，ティーレの復刻版と合致している．従ってホフマンは左右がこ
れとは逆であるカロの原画ではなく，ティーレの版画が挿絵として挿入さ
れることを前提として， これに添って叙述していると考えられる．原画の
背後に現れている剣で戦う2人の男とそれを見物する人々は消え， カーニ
ヴァルのざわめきも聞こえない． ジッリオとパンタローネだけが浮き彫り
にされ，何やら会話をしているようだが，その時周囲は静寂として，あた
かも日常的な時間が止まったかのようである．それは日常性から遮断され
た幻想の舞台の上の瞬間的情景となり，次に継起する可能な行為の時間を
含んでいる． 「パンタローネは前にある大きな籠入りの酒瓶をもち上げて，
ジッリオに渡した.｣42彼らは画面のポーズを超えて動き出し始める．作者
はあくまで読者を「カロ画伯の魅力のとりこ｣43にしようと企らんでいる．
次にもう一つ挿絵V(図8)について観察しよう．第5章の終わりには｢そ
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こで1人の天使のように美しい，手にタンバリンをもった若い女が彼を踊
りに誘ってくれたとき，彼は天にも昇るような気持ちがした.－この章
に挿入されたエッチングが，そのジッリオと未知の美人とのダンスの様子
を表している． しかしそのさい， どういうことになったのかは次章のお娯
しみ｣44という文章があり，この物語りにおいてまず絵を見ることが不可欠
であることが明示される．そして次章になってこの挿絵Vの2人の踊りの
様子が会話の形で克明に描写される． 「－だから踊る人は平衡をとるた
めの棒のようなものが必要だから，ぼくは剣を抜いて振り廻すんだ－こ
のようにね！－この跳躍，全体重を左の爪先にかけたこの姿勢はどうだ
い？－中略一え，何だって？－きれいなリボンをなびかせて，ぼく
と同じように左の爪先で立ってタンバリンを高くかざして，ぼくに理性と
平均用の棒を棄ててしまえと要求するのかい？｣45．2人のステップを絵で
眺め， さらにこの言葉を聞くならば， ぐるぐる旋回する彼らの息遣いが伝
わってくるかのようである．
このようにホフマンは読者に版画へ目を向けさせ,細部に亘って衣装や
身体の動きを叙述している． しかしホフマンの叙述をみると，それが単に
1枚の版画において描かれている衣装や所作をありのままに記述している
ばかりではなく，彼が想像力を羽ばたかせて， 目に見えるもの以上のもの
を描き出していることが容易に理解される．静止の瞬間の1場面をとらえ
た版画から，登場人物たちは突然飛び出し，物語の展開の中で自由奔放に
動き回り， また次の版画の瞬間へと帰還していく● これが8枚の版画によ
って繰り返されるのである． しかしこの物語の中でただ1回， 「作者が懸
命に模写してきた， この奇想天外な狂想曲の原画にあたるものは，一応こ
こで中絶している｣46という箇所がある．つまり「ある音階から他の音階
への移行句が欠けているわけで－中略一一Fこの狂想曲は解決されていな
い不協和音で中断されていると言えるだろう｣47と言うのである．これは
第6章の物語描写において，前述の挿絵Vから次の挿絵の叙述への移行が
－20－
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途切れて飛躍している事情を説明する言葉であるが， この中断には，何ら
積極的な意味は含まれていないのだろうか．挿絵Vの踊りの描写の後に
は，既に絵とは関係のない， ジッリオがチェリオナシティとピストーヤ宮
殿に行く話が入っており， ホフマンは実際に自由に想像力の翼を広げてい
るのである． にもかかわらず， ここで敢えて「解決されていない不協和
音」があるが， それについては「誰も知らない」というような言い訳をし
ているのは，一つには冗漫さを避けること， また一つには，次の挿絵Ⅵの
描写を新鮮なものとして始めるための，狂想曲の窓意的な中断の美学とで
も言い得る技巧であったと言えるかも知れない．
ところで， カロの『バルリ ・デイ・スフェサーニア』は24枚の連作であ
るが，個々の版画の配列は何ら時間的関連のあるものではない．ホフマン
はこの中から物語りの筋が展開可能な8枚を選び，順序を並べ替えてい
る．おそらく彼は，その構想の最初の段階では， まず1点の版画を眺めな
がら発想して， ある幅のある物語展開を頭の中でまとめた後，それを引き
継いで次の展開を可能にさせる他の1点を選ぶという仕方で，物語りの発
展を確かめていったと考えられる．そしてこの物語りがジッリオとジアチ
ンタという恋人同志を巡る一種の恋愛喜劇であることから， カロの24枚の
作品の中の男女を取り扱っている5枚の作品はすべて選び出されている．
さて，先のザフランスキーが「この物語りはメールヒェンという閉鎖的
な幻想世界を展開しているのではなく， どのように，いつ，なぜ，誰が現
実を幻想的に変えるのかを報告している｣48と言っているように，主人公
ジッリオ・ファーヴァは，あるときはアッシリアの王子コルネリオ・キア
ッペリとなり，気違いじみた男パンタローネ・ブリッゲラになり，又恋人
ジアチンタもブランビラ王女となり，絶世の美女となって登場してくる．
ジッリオは，香具師チェリオナシティによれば， 「自分で自分のことが分
からなくなる｣49「慢性二重病｣50にかかっているため，物語中には本来の
自我が自分自身と分裂するいわゆるドッペルゲンガ一(Doppelganger)
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が入り乱れるのである． この「自我の矛盾と多義性｣5]によって，それぞ
れが自分を見失い，混乱し， しばしば錯乱状態あるいは酩酊状態に陥る．
場面もコルソ通り， ピストーヤ宮殿そしてカフェ・グレコと「歩いて二，
三百歩で横切れる｣52狭い範囲の中を次々とめまぐるしく変転している．
ジッリオは幻想の世界のブランビラ王女に憧れを抱き，追いかけ廻す．一
方ジアチンタは，王子コルネリオ・キアッペリに求婚されるものと思って
いる．ブランビラ王女とコルネリオ王子が踊っているのを見たジッリオは
王子を自分自身だと思い込む， といった具合に，現実の世界と幻想の世界
は， ある時は結び付き，又ある時は対立し，激しく交錯する．そして時に
は， 自我と自分の分身との対決さえ生じるのである．そしてこのドッペル
ゲンガ－のモチーフは，変身を願望するカーニヴァルという状況設定によ
ってもさらに助長されている． 「奇想天外の冗談の華やかな仮面舞踏会で，
いろんな姿をしたものたちが， くるくると，いやがうえにも速く入り乱れ
て飛び廻るので， もうどれがどれやら何にも区別出来ないような気になっ
てきた．だがぼくたちも仮装してコルソ通りに繰りだそうじゃないか！」53
というカフェ・グレコの常連であるドイツ人画家ラインホルトの言葉が，
この二つの世界のもつれ合いから生じる混乱の狂想曲的な気分を適切に表
現していると思われる．
ところで， カロの版画は， コンメディア・デルラルテの踊りとカーニヴ
ァル風の状況によって， 日常的な広場の情景を幻想的なものに転化させて
いることは確かであるが，その個々の踊り手は， ホフマンの主人公におけ
るようなドッペルゲンガ－のモチーフを内に含んでいるわけではない．そ
こでこの主人公における内面的モチーフの気分を，新たに画像において醸
し出すためには，第一に主観である主人公の形象にだけ描写を絞っていく
こと， さらにその形象を不確定で揺れ動くものと感じさせる，幻想的な光
の扱いが必要とされたように思われる．ホフマンとティーレによる挿絵版
画が客観的な周囲の情況描写を省略し，ただ暗示的な虚構の舞台を用いて，
1 ｜I
I
I
1
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人物の形象を崩すかのような怪しい白光の反射を生じさせているのも，た
だの偶然の趣味の問題ではなく， この物語りの特質から要求されたものの
ように思われるのである．
『ブランビラ王女』に関する以上の考察は，単にカロの原画による挿絵
との係わりという観点から行われたものであり，いまだ作品論的に作品の
持つ思想の深味に到達するものではあり得ない．ポードレールはこの作品
を「高等美学の教理要綱」と呼んだが，それはフモールの教説というよう
な言葉に置きかえられると考えることはできないだろうか．そしてこのフ
モールは， 「自然を深く観照することによって生まれ，自身のイローニッシ
ュなドッペルゲンガ－を作り出し，その風変わりなしかめ面において， 自
分やこの世の全存在のしかめ面を認めて，それを悦ぶ， という思想の不思
議な力｣54と述べられている．実際，物語りそのものがこの言葉に示される
フモールの自己展開と言えるのである． これはドッペルゲンガ－の出現と
跳梁から， ウルダルの園の泉（後には湖）において鏡像を見ることによる
笑い，そして，作中に挿入された「オフィホッホ王とリリス王妃の物語」
で示されている「暗い夢の中の荒涼として不毛の異郷にいたのが，－何
と故郷で眼を醒ましたのだ－いまわたしたちは自分自身の中にある自分
を識って， もう孤児ではなくなったのだ！」55という自覚にまで達する物
語りなのである． 8点の挿絵において， ドッペルゲンガ－の出現する変幻
自在な気分の表現が配慮されることはできたにしても， このフモールとい
う精神力の原理は，個々の挿絵の描写では殆ど係わることのできない一層
高次の詩的・創造的な想像力の理念だったのである．
以上の考察から， ホフマンの文学とカロの版画との係わりのあり方が理
解できたように思う．ホフマンはジャック・カロの銅版画に深い共感を覚
え，それを， 自らの内に潜む思想を文学的に表現するための素材として役
立てたのである． しかもこの場合，挿絵はホフマン流に脚色され，物語と
挿絵は，文学と絵画の総合芸術という形で緊密に結びつけられている．確
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’かにホフマンはカロ以外の多くの画家からも物語りの素材を引き出してい
る． しかし彼の短い文学活動の中で， カロほどホフマン特有の現実と幻想
が絡み合う物語りに密接に関係し，そのためにホフマン化されることにな
った画家もいなかったと言ってよいだろう．
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図3 「狂気のクライスラー」
図1 「カロ風幻想作品集」の表紙絵
図2 「牡ねこムル」の表紙装丁画 囮4 「クンツの家族」
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図5 フンメル 「イタリアの宿屋の集い」
図6 カロ 「バルリ ・ディ ・スフェサー
ニア」から
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図7 「ブランビラ姫Jの挿絵I
図8 「ブランビラ姫」の挿絵V
Dichtung und Malerei bei 
E. T. A. Hoffmann 
--in bezug auf Jacques Callot--
Mieko Nishimura 
Die Freunde Hoffmanns widmeten dem Dichter die folgenden 
Worte Grabinschrift: ,,Kammergerichts-Rath / ausgezeichnet / 
im Amte / als Dichter / als Tonkünstler / als Maler." Seine 
Tätigkeit als Künstler erreichte die Berichte der Dichtung, Musik 
und Malerei, die miteinander eng verbunden waren. Auf die 
Verbindung von Dichtung und Malerei wird in jüngerer Zeit öfters 
hingewiesen. 
Elke Riemer schreibt in ihrem Buch „E. T. A. Hoffmann und 
seine Illustratoren", Hoffmann sei der erste Illustrator seiner 
Werke. Hoffmann zeichnete viele Illustrationen, Deckelzeichnungen 
für seine Werke, z. B. für „Fantasiestücke in Callots Manier", ,,Klein 
Zaches genannt Zinnober",, Kater Murr". Einige Forscher meinen, 
daß diese vom Autor selbst gefertigten Zeichnungen auch 
am Erfolg, den das Märchen damals erzielte, Anteil hatten. 
Hoffmann malte ferner in Öl Gemälde in romantischer Stimmung. 
Aber wenn wir seine engen Beziehungen zur bildenden Kunst 
bedenken, bemerken wir, daß zahlreiche Erzählungen nach einem 
Kunstwerk entstanden, ein Kunstwerk in den Mittelpunkt des 
Geschehens stellen oder das Schicksal eines bildenden Künstlers 
behandeln. Beispielsweise schrieb Hoffmann eine Erzählung „Die 
Fermata". Hierzu gehört ein Bild „Die Gesellschaft einer italieni-
schen Locanda", das von einem zeitgenössischen Maler Johan Erd-
mann Hummel gemalt wurde. Am Anfang des Werks wird dieses 
Bild ausführlich beschrieben. Die Figuren des erwähnten Gemäldes 
gewinnen Leben und mit ihnen entwickelt sich die Handlung. 
Hoffmanns Beziehung zur bildenden Kunst ist über den lothrin-
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gischen Künstler Jacques Callot am engsten. Dadurch, könnte man 
erklären, warum seine Erstveröffentlichung diesem gewidmet 
worden ist. Hoffmann spürte in den Radierungen Callots nicht 
nur eine sehr romantische Stimmung heraus, sondern er lernte 
dort auch eine ausführliche Beschreibungsweise der Wirklichkeit. 
Es gibt einige Werke, die sich auf Callot unmittelbar beziehen, 
unter ihnen ist mir in dieser Hinsicht „Prinzessin Bramilla" am 
interessantesten. Hoffmann wählte aus Callots Zyklus „Balli di 
Sfesania" acht Radierungen. In jeder Radierung sind sind zwei 
Schauspieler auf einem karnevalistischen Hintergrund beschrieben. 
Mit diesen Radierungen konstruierte Hoffmann die Erzählung, 
entwikkelte die Handlung und fügte darüberhinaus die Beschrei-
bung der einzelnen Radierung hinzu. Deshalb könnte man sagen, 
daß „Prinzessin Brambilla" ohne Radierungen Callots nicht ent-
standen wäre. 
Ein weiteres Aspekt verdient Beachtung : Die acht gewählten 
Radierungen Callots in Hoffmanns Text wurden nicht von jenem, 
sondern von dem Kupfersticher C. F. Thiele ohne Hintergrund 
gestochen. Die Kupferstiche von Thiele entsprechen wirkungsvoller 
der Stimmung der Erzählung. 
Zwar gibt es viele Künstler, zu denen Hoffmann eine Beziehung 
hatte, aber die engste bestand m. E. zu Callot. 
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